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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を識別する個人情報を入力する入力手段と、
前記入力手段により入力された個人情報に対応する被検体の撮影を行い、画像データを生
成する撮影手段と、
前記撮影手段により生成された画像データを表示するための前記入力手段により入力され
た個人情報の内の少なくとも一部の情報を含まない第１の表示データを生成する表示デー
タ生成手段と、
前記表示データ生成手段により生成された第１の表示データを表示する表示手段と、
前記表示データ生成手段により生成された第１の表示データに含まれる個人情報よりも多
くの情報、及び画像データを含む第１の印刷データを生成する印刷データ生成手段とを
備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　印刷データ生成手段により生成された第１の印刷データを、この第１の印刷データの印
刷が可能な印刷装置にネットワークを介して送信する送信手段を有することを特徴とする
請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記入力手段により入力された個人情報の端部印刷の設定が可能な印刷条件設定手段を
有し、
前記印刷データ生成手段は、前記印刷条件設定手段により個人情報端部印刷が設定されて
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いるとき、前記第１の印刷データの個人情報の部分を印刷出力される被印刷媒体のヘッダ
又はフッタの位置に配置した第２の印刷データを生成し、生成した第２の印刷データを前
記印刷手段に印刷するようにしたことを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記入力手段により入力された個人情報のコード化印刷の設定が可能な印刷条件設定手
段を有し、
前記印刷データ生成手段は、前記印刷条件設定手段により個人情報コード化印刷が設定さ
れているとき、前記第１の印刷データの個人情報の部分をコード化した第３の印刷データ
を生成し、生成した第３の印刷データを前記印刷手段に印刷するようにしたことを特徴と
する請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記撮影手段により生成された画像データに、この画像データに対応する前記入力手段
により入力された個人情報の表示条件である個人情報非表示識別子を付加して保存する画
像データ記憶手段を有し、
前記表示データ生成手段は、前記画像データ記憶手段から読み出された画像データに付加
された個人情報非表示の識別子に基づいて第１の表示データを生成するようにしたことを
特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記撮影手段により生成された画像データに、この画像データに対応する前記入力手段
により入力された個人情報の印刷条件である個人情報印刷識別子を付加して保存する画像
データ記憶手段を有し、
前記印刷データ生成手段は、前記画像データ記憶手段から読み出された画像データに付加
された個人情報印刷識別子に基づいて第１の印刷データを生成するようにしたことを特徴
とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　被検体を識別する個人情報が付加された画像データから、この画像データを表示するた
めの前記個人情報の内の少なくとも一部の情報を含まない第１の表示データを生成する表
示データ生成手段と、
前記表示データ生成手段により生成された第１の表示データを表示する表示手段と、
前記表示データ生成手段により生成された第１の表示データに含まれる個人情報よりも多
くの情報、及び画像データを含む第１の印刷データを生成する印刷データ生成手段と、
前記印刷データ生成手段により生成された第１の印刷データを印刷する印刷手段とを
備えたことを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影により得られた画像データを用いて診断を行う超音波診断装置及び画像
処理装置に係り、撮影によって得られた画像データを表示及び印刷する超音波診断装置及
び画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置、Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ装置、核医学診断装置等の画像
診断装置やこの画像診断装置から得られた画像データを処理する画像処理装置において、
被検体の撮影により得られた画像データや、この画像データに対応するＩＤ、氏名等の患
者の識別が可能な個人情報が表示部に表示され、画像データ記憶部に保存される。また、
画像データや個人情報が印刷出力される装置が知られている（例えば、特許文献１参照。
）。
【０００３】
　ここで扱われる画像データ及び個人情報は、個人のプライバシーに関する情報である。
超音波診断装置のように移動可能に撮影できる装置では、例えば患者のベッドサイドに移
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動した装置の表示部に画像データが表示されていると、傍を通りかかったその患者及び装
置の操作者以外の第三者の目に留まり、表示部に表示された画像データの個人情報が第三
者に漏洩する恐れがある。このような問題を防ぐために、表示部に表示された画像データ
に対応する個人情報を非表示できるようになっている。そして、診断に有用な画像データ
が表示部に表示されたとき、その画像データを装置から離れた位置に配置される印刷装置
によりフィルム等の被印刷媒体に出力し、その被印刷媒体を見て診断を行う。
【特許文献１】特開２００１―３５２４４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、表示部に個人情報が表示されずに画像データが表示された状態で印刷操
作を行うと、個人情報を含まない画像データが印刷される。このような場合、撮影部位が
同じである複数の患者の画像データが印刷された後に、印刷された複数の印刷物から夫々
の患者を特定するのは非常に困難であり、誤って患者を識別しまう恐れがある。そして、
患者を誤って識別した被印刷媒体の画像データを見て診断を行うと、誤診してしまう問題
がある。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、画像データが表示された表示
部から個人情報が漏洩するのを軽減し、その画像データが印刷された被印刷媒体からその
画像データを容易に識別できる超音波診断装置及び画像処理装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記問題を解決するために、請求項１に係る本発明の画像診断装置は、被検体を識別す
る個人情報を入力する入力手段と、前記入力手段により入力された個人情報に対応する被
検体の撮影を行い、画像データを生成する撮影手段と、前記撮影手段により生成された画
像データを表示するための前記入力手段により入力された個人情報の内の少なくとも一部
の情報を含まない第１の表示データを生成する表示データ生成手段と、前記表示データ生
成手段により生成された第１の表示データを表示する表示手段と、前記表示データ生成手
段により生成された第１の表示データに含まれる個人情報よりも多くの情報、及び画像デ
ータを含む第１の印刷データを生成する印刷データ生成手段とを備えたことを特徴とする
。
【０００７】
　また、請求項７に係る本発明の画像処理装置は、被検体を識別する個人情報が付加され
た画像データから、この画像データを表示するための前記個人情報の内の少なくとも一部
の情報を含まない第１の表示データを生成する表示データ生成手段と、前記表示データ生
成手段により生成された第１の表示データを表示する表示手段と、前記表示データ生成手
段により生成された第１の表示データに含まれる個人情報よりも多くの情報、及び画像デ
ータを含む第１の印刷データを生成する印刷データ生成手段と、前記印刷データ生成手段
により生成された第１の印刷データを印刷する印刷手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、撮影により得られた画像データから被検体の個人情報の内の少なくと
も一部の情報を除いた表示データを表示部に表示し、表示部に表示された表示データに含
まれる個人情報よりも多くの情報、及び画像データを含む印刷データを印刷することがで
きる。これにより、表示データから個人情報が漏洩するのを軽減することができる。また
、印刷データから被検体を容易に識別することができ、正しく診断することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施例を説明する。
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【実施例】
【００１０】
　以下、本発明による超音波診断装置の実施例を、図１乃至図９を参照して説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施例による超音波診断装置の構成を示したブロック図である。この
超音波診断装置１００は、被検体Ｐの撮影により画像データの生成を行う撮影部１と、撮
影部１で生成された画像データの保存や、撮影部１で生成された画像データの出力を行う
画像処理部３と、被検体Ｐの検査を行うための撮影条件や、被検体ＰのＩＤ、氏名、受付
番号、生年月日、性別、年齢、身長、体重、施設名、担当医師名等の被検体Ｐを識別する
ための個人情報などの入力を行う操作部８と、上述した各ユニットを統括して制御するシ
ステム制御部９とを備えている。
【００１２】
　撮影部１は、システム制御部９から供給される被検体Ｐの撮影条件に基づいて、被検体
Ｐに対して超音波の送受波を行なう超音波プローブ１１と、超音波プローブ１１に対して
超音波駆動信号の送信と反射信号の受信を行なう送受信部２０と、送受信部２０から得ら
れた受信信号を処理して画像データを生成する画像データ生成部３０とを備えている。
【００１３】
　超音波プローブ１１は、被検体Ｐの体表面にその先端面を接触させて超音波の送受波を
行なうものであり、例えば一次元に配列された複数個（Ｎ個）の圧電振動子を有している
。この圧電振動子は電気音響変換素子であり、送波時には電気パルス（超音波駆動信号）
を超音波パルス（送信超音波）に変換し、また受波時には被検体Ｐからの超音波反射波（
受信超音波）を電気信号（超音波受信信号）に変換する機能を有している。
【００１４】
　送受信部２０は、超音波駆動信号を生成する送信部２１と、超音波プローブ１１の圧電
振動子から得られる複数チャンネル（Ｎチャンネル）の超音波受信信号に対して整相加算
を行なう受信部２２とを備えている。
【００１５】
　送信部２１は、被検体Ｐに放射する超音波パルスの繰り返し周期（Ｔｒ）を決定するレ
ートパルスを発生させ、所定の深さに走波する超音波を集束するための集束用遅延時間と
、所定の走査方向に超音波を送波するための偏向用遅延時間とをレートパルスに与える。
その後、超音波プローブ１１に内蔵されたＮ個の圧電振動子を駆動し、被検体Ｐに対して
送信超音波を放射するための超音波駆動パルスを生成して超音波プローブ１１に出力する
。
【００１６】
　受信部２２は、超音波プローブ１１から出力された微小な超音波受信信号を増幅して十
分なＳ／Ｎを確保し、この超音波受信信号に対して所定の深さからの受信超音波を集束し
て細い受信ビーム幅を得るための集束用遅延時間と二次元の走査面に超音波の受信指向性
を設定するための偏向用遅延時間とを与える。その後、圧電振動子からのＮチャンネルの
超音波受信信号を整相加算して１つに纏めて画像データ生成部３０に出力する。
【００１７】
　画像データ生成部３０は、送受信部２０の受信部２２から出力された整相加算された信
号からＢモードデータを生成するＢモードデータ生成部３１と、上記信号からドプラデー
タを生成するドプラデータ生成部３２と、Ｂモードデータ生成部３１で生成されたＢモー
ドデータやドプラデータ生成部３２で生成されたドプラデータを順次保存するデータ記憶
部３３と、被検体Ｐの付帯情報を作成する付帯情報作成部２と、データ記憶部３３からＢ
モードデータやドプラデータを読み出してＢモード画像データやドプラ画像データ等の画
像データの生成を行うデータ処理部３４とを備えている。
【００１８】
　Ｂモードデータ生成部３１は、受信部２２から出力された整相加算された信号に対して
包絡線検波を行った後、対数変換する。そして、対数変換した信号をデジタル信号に変換
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してＢモードデータの生成を行い、データ記憶部３３に出力する。
【００１９】
　ドプラデータ生成部３２は、受信部２２から出力された整相加算された信号に対してド
プラ偏移周波数を検出しデジタル信号に変換した後、血流情報のみを抽出し、その抽出し
たドプラ信号に対して自己相関処理を行う。そして、自己相関処理結果に基づいて血流の
平均流速値、分散値などを算出してドプラデータの生成を行い、データ記憶部３３に出力
する。
【００２０】
　データ記憶部３３は、Ｂモードデータ生成部３１から出力されるＢモードデータやドプ
ラデータ生成部３２から出力されるドプラデータなどを順次保存する。
【００２１】
　付帯情報作成部２は、システム制御部９から供給される撮影条件、個人情報、検査時刻
等の検査情報、データ処理部３４で生成された画像データを画像処理部３で出力する出力
モードである個人情報の表示条件及び印刷条件に対応する識別子（個人情報非表示出力識
別子、個人情報表示出力識別子、個人情報印刷出力識別子、個人情報端部印刷出力識別子
、個人情報コード化印刷出力識別子、個人情報非印刷出力識別子）、及び画像処理部３に
保存された画像データを画像処理部３で再生する再生モードである個人情報の表示条件及
び印刷条件に対応する識別子（出力モード再生表示識別子、個人情報非再生表示識別子、
個人情報再生表示識別子、出力モード再生印刷識別子、個人情報再生印刷識別子、個人情
報端部再生印刷識別子、個人情報コード化再生印刷識別子、個人情報非再生印刷識別子）
に基づいて被検体Ｐの付帯情報を作成する。そして作成した付帯情報をデータ処理部３４
に出力する。
【００２２】
　データ処理部３４は、データ記憶部３３に保存されたＢモードデータやドプラデータを
読み出し、この読み出した各データからＢモード画像データやドプラ画像データ等の画像
データを生成する。そして、生成した画像データに付帯情報作成部２から出力される付帯
情報を付加して画像処理部３に出力する。
【００２３】
　画像処理部３は、撮影部１における画像データ生成部３０のデータ処理部３４から出力
された画像データ及びこの画像データに付加された付帯情報から表示データや印刷データ
を生成する合成処理部４と、合成処理部４で生成された表示データの表示を行う表示部５
と、データ処理部３４からの画像データをこの付帯情報に含まれる個人情報を暗号化して
保存する画像データ保管部６と、画像データ保管部６で暗号化された個人情報を含む付帯
情報が付加された画像データや合成処理部４で生成された印刷データを、ネットワーク１
２０を介して印刷装置１０５や画像処理装置１１０に送信するインターフェース７とを備
えている。
【００２４】
　合成処理部４は、画像データに付加された付帯情報に含まれる表示条件及び印刷条件の
識別子に基づいて、その画像データを含む表示データを生成する表示データ生成部４１及
び印刷データを生成する印刷データ生成部４２を有する。
【００２５】
　表示データ生成部４１は、データ処理部３４から出力された画像データに個人情報非表
示出力識別子が付加されているとき、被検体Ｐの識別を困難にするために前記画像データ
及びこの画像データに付加された検査情報に含まれる個人情報の内の識別が容易な少なく
とも一部の情報を除いた第１の表示データを生成する。また、個人情報表示出力識別子が
付加されているとき、被検体Ｐの識別が容易なように第１の表示データに含まれる個人情
報よりも多くの情報を含む第２の表示データを生成する。そして、生成した第１の表示デ
ータや第２の表示データを表示部５に出力する。
【００２６】
　また、画像データ保管部６から出力された画像データに出力モード再生表示識別子が付
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加されているとき、前記画像データに付加されている出力モードの表示条件の識別子に対
応する表示データを生成する。また、個人情報非再生表示識別子が付加されているとき第
１の表示データを生成し、個人情報再生表示識別子が付加されているとき第２の表示デー
タを生成する。更に、生成した第１の表示データや第２の表示データを縮小した縮小デー
タを生成する。そして、生成した第１の表示データ、第２の表示データ、縮小データを表
示部５に再生出力する。
【００２７】
　印刷データ生成部４２は、データ処理部３４から出力された画像データに個人情報印刷
出力識別子が付加されているとき、前記画像データ及びこの画像データに付加された個人
情報の内の第２の表示データと同じ個人情報を含み、前記画像データ及び個人情報が第２
の表示データとほぼ同じ位置に配置される第１の印刷データを生成する。また、個人情報
端部印刷出力識別子が付加されているとき、第１の印刷データに含まれる個人情報の部分
を印刷出力される用紙やフィルム等の被印刷媒体のヘッダ又はフッタの位置に配置した第
２の印刷データを生成する。更に、個人情報コード化印刷出力識別子が付加されていると
き、第１の印刷データの個人情報の部分を見ただけでは判読不可能なバーコード、二次元
コード等にコード化した第３の印刷データを生成する。更にまた、個人情報非印刷出力識
別子が付加されているとき、第１の表示データと同じ個人情報を含む第４の印刷データを
生成する。そして生成した第１乃至第４の印刷データをインターフェース７に出力する。
【００２８】
　また、画像データ保管部６から出力される画像データに出力モード再生印刷識別子が付
加されているとき、前記画像データに付加されている出力モードの印刷条件の識別子に対
応する印刷データを生成する。また、個人情報再生印刷識別子が付加されているとき第１
の印刷データを生成し、個人情報端部再生印刷識別子が付加されているとき第２の印刷デ
ータを生成する。更に、個人情報コード化再生印刷識別子が付加されているとき第３の印
刷データを生成し、個人情報非再生印刷識別子が付加されているとき第４の印刷データを
生成する。そして、生成した第１乃至第４の印刷データをインターフェース７に再生出力
する。
【００２９】
　表示部５は、ＣＲＴや液晶パネルなどのモニタなどを備え、合成処理部４の表示データ
生成部４１から出力された第１の表示データ、第２の表示データ、縮小データを表示する
。また、出力及び再生モードの表示条件及び印刷条件を設定するための表示及び印刷条件
設定画面を表示する。
【００３０】
　画像データ保管部６は、データ処理部３４から出力された画像データに付加された個人
情報を暗号化する暗号化部６１と、暗号化部６１で個人情報が暗号化された画像データを
保存する画像データ記憶部６２と、画像データ記憶部６２に保存された画像データの個人
情報を復号化する復号化部６３とを備えている。
【００３１】
　暗号化部６１は、データ処理部３４から出力された画像データの付帯情報に含まれる個
人情報を、暗号化鍵を用いて暗号化する。そして、個人情報を暗号化した付帯情報を付加
した画像データを画像データ記憶部６２に保存する。また、個人情報を暗号化した付帯情
報を付加した画像データをインターフェース７に出力する。
【００３２】
　画像データ記憶部６２は、例えば磁気ディスク、光磁気ディスク、光ディスクなどの記
憶デバイスを備え、暗号化部６１から出力される個人情報が暗号化された画像データを保
存する。
【００３３】
　復号化部６３は、画像データ記憶部６２から画像データを読み出し、読み出した画像デ
ータに付加された付帯情報に含まれる暗号化された個人情報を、暗号化部６１の暗号化鍵
と対をなす復号化鍵を用いて復号化する。そして、個人情報を復号化した付帯情報を付加
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した画像データを合成処理部４に出力する。
【００３４】
　インターフェース７は、画像データ保管部６の暗号化部６１から出力されたた個人情報
が暗号化された画像データを、ネットワーク１２０を介して画像処理部３と同様の機能を
備えた外部の画像処理装置１１０に送信する。また、合成処理部４の印刷データ生成部４
２から出力された第１乃至第４の印刷データを、ネットワーク１２０を介して印刷装置１
０５に送信する。
【００３５】
　そして、画像処理装置１１０は、ネットワーク１２０を介して受信した超音波診断装置
１００からの画像データを保存する。また、保存した画像データから第１の表示データや
第２の表示データなどの生成を行い、生成した各データを表示出力する。また、第１乃至
第４の印刷データの生成を行い、生成した各データをネットワーク１２０を介して印刷装
置１０５に送信する。
【００３６】
　また、印刷装置１０５は、超音波診断装置１００や画像処理装置１１０から離れた位置
に設置され、プリンタなどを備えている。そして、ネットワーク１２０を介して受信した
超音波診断装置１００や画像処理装置１１０からの第１乃至第４の印刷データを被印刷媒
体に印刷出力する。なお、第１乃至第４の印刷データの印刷出力が可能な印刷部を装置内
部に設け、この印刷部を表示部５から離れた位置に配置する。そして、合成処理部４の印
刷データ生成部４２から出力される各印刷データを印刷するようにしてもよい。
【００３７】
　操作部８は、スイッチ等の入力デバイスを有するメインパネルや、キーボード等の入力
デバイスを備えている。そして、各入力デバイスを用いて入力される被検体Ｐの撮影条件
、検査情報、出力及び再生モードにおける個人情報の表示条件及び印刷条件の識別子等を
システム制御部９に供給する。
【００３８】
　システム制御部９は、図示しないＣＰＵと記憶回路を備え、操作部８から供給される撮
影条件、検査情報、識別子等を前記記憶回路に保存する。そして、前記ＣＰＵは、これら
の入力情報に基づいて、撮影部１及び画像処理部３の各ユニットの制御やシステム全体の
制御を行なう。
【００３９】
　次に、図１乃至図３を参照して、表示部５に表示される表示及び印刷条件設定画面、及
び表示データの画面の構成の一例を説明する。
【００４０】
　図２は、表示部５に表示される表示及び印刷条件設定画面を示した図である。この表示
及び印刷条件設定画面５１１は、「出力モード」及び「再生モード」の欄により構成され
る。
【００４１】
　「出力モード」の欄は、出力モードにおける個人情報の表示条件及び印刷条件を設定す
るための「表示条件」及び「印刷条件」の欄と、「表示条件」の欄に表示条件を選択入力
するためのダイアログボックス５１ａと、「印刷条件」の欄に印刷条件を選択入力するた
めのダイアログボックス５１ｂとにより構成される。
【００４２】
　「表示条件」の欄に表示条件が設定されると、画像処理部３における合成処理部４の表
示データ生成部４１では、撮影部１における画像データ生成部３０のデータ処理部３４か
ら出力された画像データから、設定された表示条件に対応する表示データが生成される。
そして、生成された表示データは表示部５に表示される。
【００４３】
　ここで、表示条件である例えば「個人情報非表示出力」を選択入力する操作を行うと、
ダイアログボックス５１ａ内に「個人情報非表示出力」が表示され、第１の表示データが
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生成される。また、「個人情報表示出力」を選択入力する操作を行うと、ダイアログボッ
クス５１ａ内に「個人情報表示出力」が表示され、第２の表示データが生成される。
【００４４】
　「印刷条件」の欄に印刷条件が設定されると、合成処理部４の印刷データ生成部４２で
は、データ処理部３４から出力された画像データから、設定された印刷条件に対応する印
刷データが生成される。そして、生成された印刷データは印刷装置１０５で印刷される。
【００４５】
　ここで、印刷条件である例えば「個人情報印刷出力」を選択入力する操作を行うと、ダ
イアログボックス５１ｂ内に「個人情報印刷出力」が表示され、第１の印刷データが生成
される。また、「個人情報端部印刷出力」を選択入力する操作を行うと、ダイアログボッ
クス５１ｂ内に「個人情報端部印刷出力」が表示され、第２の印刷データが生成される。
更に、「個人情報コード化印刷出力」を設定入力する操作を行うと、ダイアログボックス
５１ｂ内に「個人情報コード化印刷出力」が表示され、第３の印刷データが生成される。
更にまた、「個人情報非印刷出力」を設定入力する操作を行うと、ダイアログボックス５
１ｂ内に「個人情報非印刷出力」が表示され、第４の印刷データが生成される。
【００４６】
　「再生モード」の欄は、再生モードにおける表示条件及び印刷条件を設定するための「
表示条件」及び「印刷条件」の欄と、「表示条件」の欄に表示条件を選択入力するための
ダイアログボックス５１ｃと、「印刷条件」の欄に印刷条件を選択入力するためのダイア
ログボックス５１ｄとにより構成される。
【００４７】
　「表示条件」の欄に表示条件が設定されると、表示データ生成部４１では、画像データ
保管部６の復号化部６３から出力された画像データから設定された表示条件に対応する表
示データが生成される。そして、生成された表示データが表示部５に再生表示される。
【００４８】
　ここで、表示条件である例えば「出力モード再生表示」を選択入力する操作を行うと、
ダイアログボックス５１ｃ内に「出力モード再生表示」が表示され、表示データ生成部４
１では「出力モード」の欄の「表示条件」に設定された表示条件に対応する表示データが
生成される。また、「個人情報非再生表示」又は「個人情報再生表示」を選択入力する操
作を行うと、ダイアログボックス５１ｃ内に「個人情報非再生表示」又は「個人情報再生
表示」が表示され、表示データ生成部４１では第１又は第２の表示データが生成される。
【００４９】
　「印刷条件」の欄に印刷条件が設定されると、印刷データ生成部４２では、復号化部６
３から出力された画像データから、設定された印刷条件に対応する印刷データが生成され
る。そして、生成された印刷データは印刷装置１０５で印刷される。
【００５０】
　ここで、印刷条件である例えば「出力モード再生印刷」を選択入力する操作を行うと、
ダイアログボックス５１ｄ内に「出力モード再生印刷」が表示され、印刷データ生成部４
２では「出力モード」の欄の「印刷条件」に設定された印刷条件に対応する印刷データが
生成される。また、「個人情報再生印刷」、個人情報端部再生印刷」、「個人情報コード
化再生印刷」、「個人情報非再生印刷」を設定入力する操作を行うと、ダイアログボック
ス５１ｄ内に「個人情報再生印刷」、個人情報端部再生印刷」、「個人情報コード化再生
印刷」、「個人情報非再生印刷」が表示され、印刷データ生成部４２では設定された印刷
条件に対応する第１の印刷データ、第２の印刷データ、第３の印刷データ、第４の印刷デ
ータが生成される。
【００５１】
　そして、設定された表示条件及び印刷条件の識別子は、システム制御部９の記憶回路に
保存される。
【００５２】
　このように、出力モードにおける個人情報の表示条件及び印刷条件を設定しておくこと
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により、データ処理部３４で生成された画像データから、設定された表示条件及び印刷条
件に対応する表示データ及び印刷データを表示部５及び印刷装置１０５に出力することが
できる。
【００５３】
　また、再生モードにおける個人情報の表示条件及び印刷条件を設定しておくことにより
、画像データ記憶部６２に保存した画像データから、設定された表示条件及び印刷条件に
対応する表示データ及び印刷データを表示部５及び印刷装置１０５に再生出力することが
できる。
【００５４】
　図３は、表示部５に表示される表示データの画面の構成の一例を示した図である。この
画面５１２は、画像データを表示する第１表示エリア５１２ａ、この第１表示エリア５１
２ａの上側の右端部に配置される検査時刻の情報を表示する第２表示エリア５１２ｂ、第
１表示エリア５１２ａの上側の大部分に亘って配置される個人情報の表示が可能な第３表
示エリア５１２ｃ、及び第１表示エリア５１２ａ及び第３表示エリア５１２ｃの左側に配
置される第４表示エリア５１２ｄにより構成される。
【００５５】
　そして、第１及び第２表示エリア５１２ａ，５１２ｂに、例えば画像データ及び検査時
刻からなる第１の表示データを表示する。また、第１乃至第３表示エリア５１２ａ，５１
２ｂ，５１２ｃに、例えば画像データ、検査時刻、及び被検体Ｐの識別が容易な個人情報
からなる第２の表示データを表示する。更に、第４表示エリア５１２ｄに、合成処理部４
の表示データ生成部４１で生成された縮小データを表示する。
【００５６】
　以下、図１乃至図９を参照して、実施例に係る超音波診断装置１００及び印刷装置１０
５の動作の一例を説明する。図４は、超音波診断装置１００及び印刷装置１０５の動作を
示すフローチャートである。図５は、表示部５の画面に表示される第１の表示データを示
す図である。図６は、表示部５の画面に表示される第２の表示データを示す図である。図
７は、印刷装置１０５に印刷される第１の印刷データを示す図である。図８は、印刷装置
１０５に印刷される第２の印刷データを示す図である。図９は、印刷装置１０５に印刷さ
れる第４の印刷データを示す図である。
【００５７】
　図４は、超音波診断装置１００及び印刷装置１０５の動作を示したフローチャートであ
る。被検体Ｐの検査を行うために、例えば画像データ生成モードである「Ｂモード画像デ
ータ」等の撮影条件と、被検体ＰのＩＤである「１２３４５６７８」、氏名である「ＴＹ
ＯＵ　ＯＮＰＡ」、性別である「ＭＥＮ」、年齢である「６０」、及び施設名である「Ｔ
．Ｈｏｓｐｉｔａｌ」等の個人情報の入力が操作部８行われると、超音波診断装置１００
は検査を開始し、システム制御部９は、操作部８からの入力情報を保存する（ステップＳ
１）。
【００５８】
　超音波診断装置１００の表示部５は、例えば超音波診断装置１００の操作者及び被検体
Ｐ等以外の被検体Ｐの検査に関わらない第三者から見える場所に配置され、印刷装置１０
５は第三者から見えない場所に配置されている。このような場合、操作者により操作部８
から図２に示した表示部５の表示及び印刷条件設定画面５１１の「出力モード」の欄に例
えば「個人情報非表示出力」及び「個人情報印刷出力」の選択入力が行われ、また「再生
モード」の欄に例えば「出力モード再生表示」及び「出力モード再生印刷」の選択入力が
行われる。この入力により、システム制御部９は「個人情報非表示出力」、「個人情報印
刷出力」、「出力モード再生表示」、及び「出力モード再生印刷」の識別子を保存する（
ステップＳ２）。
【００５９】
　次いで、操作部８からの撮影開始の操作が行われると、システム制御部９は、撮影部１
及び画像処理部３に超音波撮影を指示する。そして、操作者が超音波プローブ１１を被検
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体Ｐの撮影部位近傍に当てることにより、撮影部１における画像データ生成部３０のＢモ
ードデータ生成部３１は、送受信部２０の受信部２２から出力された信号からＢモードデ
ータを生成してデータ記憶部３３に保存する。
【００６０】
　付帯情報作成部２は、システム制御部９から供給される撮影条件、個人情報、検査時刻
等の検査情報や、表示条件及び印刷条件の識別子に基づいて、「１２３４５６７８」、「
ＴＹＯＵ　ＯＮＰＡ」、「ＭＥＮ」、「６０」、「Ｔ．Ｈｏｓｐｉｔａｌ」等の個人情報
、検査時刻、及び「個人情報非表示」及び「個人情報印刷」の識別子を含む付帯情報を作
成してデータ処理部３４に出力する。
【００６１】
　データ処理部３４は、データ記憶部３３からＢモードデータを読み出してＢモード画像
データを生成する。そして、生成したＢモード画像データに付帯情報作成部２から出力さ
れた付帯情報を付加して画像処理部３に出力する。
【００６２】
　画像処理部３における合成処理部４の表示データ生成部４１は、データ処理部３４から
のＢモード画像データに付加された「個人情報非表示出力」の識別子に基づいて、第１の
表示データを生成し、生成した第１の表示データを表示部５に出力する。表示部５の画面
の第１表示エリア５１２ａにＢモード画像データがリアルタイムに表示される。
【００６３】
　次に、検査対象の撮影部位を含む所望のＢモード画像データが表示部５に表示されたと
きに、そのＢモード画像データを静止させるための静止操作が操作部８から行われると、
表示データ生成部４１は、表示部５に静止したＢモード画像データを含む第１の表示デー
タを表示する（ステップＳ３）。
【００６４】
　図５は、表示部５の画面に表示された静止したＢモード画像データを含む第１の表示デ
ータの一例を示した図である。この画面５１３の例えば第１及び第２表示エリア５１２ａ
，５１２ｂに、Ｂモード画像データ５１３ａ及び検査時刻である「２００６－Ｊａｎ．－
１　１３：０３：００」により構成される第１の表示データが表示されている。
【００６５】
　このように、表示部５に被検体Ｐの個人情報を含まない第１の表示データを表示するこ
とができる。これにより、表示部５に表示された画像データに対応する個人情報が第三者
に漏洩するのを防ぐことができる。
【００６６】
　なお、図２の表示及び印刷条件設定画面５１１における「出力モード」の欄に「個人情
報表示出力」を選択入力すると、図６に示すように、画面５１３ｂの第１乃至第３表示エ
リア５１２ａ，５１２ｂ，５１２ｃにＢモード画像データ５１３ａ、「２００６－Ｊａｎ
．－１　１３：０３：００」、及び例えば「１２３４５６７８」、「ＴＹＯＵ　ＯＮＰＡ
」、「ＭＥＮ」、「６０」、「Ｔ．Ｈｏｓｐｉｔａｌ」等の個人情報により構成される第
２の表示データを表示することができる。このように、表示部５の近傍に第三者がいない
ときには、予め出力モードの表示条件を「個人情報表示出力」に設定しておくことにより
、画像データと共にこの画像データに対応する個人情報を表示部５に表示することができ
る。
【００６７】
　次に、被検体Ｐの診断に用いるために、操作部８から画面５１３に表示されたＢモード
画像データ５１３ａを印刷する操作が行われると、印刷データ生成部４２は、データ処理
部３４からのＢモード画像データ５１３ａに付加された「個人情報印刷出力」の識別子に
基づいて、第１の印刷データを生成し、生成した第１の印刷データをインターフェース７
に出力する。インタフェース７は、ネットワーク１２０を介して印刷装置１０５に出力す
る。印刷装置１０５は、超音波診断装置１００からネットワーク１２０を介して受信した
第１の印刷データを印刷する（図４のステップＳ４）。
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【００６８】
　図７は、用紙に印刷されたＢモード画像データ５１３ａを含む第１の印刷データの一例
を示した図である。この用紙５２１には、Ｂモード画像データ５１３ａ、「２００６－Ｊ
ａｎ．－１　１３：０３：００」、及び「１２３４５６７８」、「ＴＹＯＵ　ＯＮＰＡ」
、「ＭＥＮ」、「６０」、「Ｔ．Ｈｏｓｐｉｔａｌ」等の個人情報により構成される第１
の印刷データが印刷されている。
【００６９】
　このように、Ｂモード画像データ５１３ａと共に表示部５の画面に表示されていない被
検体Ｐの個人情報を印刷することができる。これにより、画像データを印刷した後からそ
の画像データに対応する被検体Ｐを容易に識別することができる。
【００７０】
　なお、表示及び印刷条件設定画面５１１で「個人情報コード化印刷出力」を設定してお
くことにより、図７に示した用紙５２１の個人情報をコード化した第３の印刷データを印
刷することができる。これにより、印刷装置１０５を第三者が見える場所に置いても、個
人情報を判読できないので、個人情報が第三者に漏洩するのを防ぐことができる。そして
、コードリーダを用いて個人情報を読み取ることにより、画像データに対応する被検体Ｐ
を容易に識別することができる。
【００７１】
　また、「個人情報端部印刷出力」を設定しておくことにより、図８に示すように、用紙
５２１の例えばヘッダの位置に配置される「１２３４５６７８」、「ＴＹＯＵ　ＯＮＰＡ
」、「ＭＥＮ」、「６０」、「Ｔ．Ｈｏｓｐｉｔａｌ」等の個人情報、及び用紙５２１と
同じ位置に配置したＢモード画像データ５１３ａ及び「２００６－Ｊａｎ．－１　１３：
０３：００」により構成される第２の印刷データを用紙５２１ａに印刷することができる
。これにより、被検体Ｐの画像データと共に個人情報を印刷することができ、画像データ
を印刷した後から被検体Ｐを容易に識別することができる。そして、識別した画像データ
を被印刷媒体から簡単に切り離して、知見データなどに用いることができる。
【００７２】
　更に、「個人情報非印刷出力」を設定しておくことにより、図９に示すように、用紙５
２１ｂにＢモード画像データ５１３ａ及び「２００６－Ｊａｎ．－１　１３：０３：００
」により構成される第４の印刷データを印刷することができる。
【００７３】
　次に、表示部５の画面５１３に表示された第１の表示データを保存する操作が操作部８
から行われると、データ処理部３４は、Ｂモード画像データ５１３ａ及びこの付帯情報を
画像処理部３の画像データ保管部６に出力する。画像データ保管部６の暗号化部６１は、
データ処理部３４から出力されたＢモード画像データ５１３ａの付帯情報に含まれる個人
情報を暗号化する。そして、付帯情報の個人情報を暗号化したＢモード画像データ５１３
ａを画像データ記憶部６２に保存する（図４のステップＳ５）。
【００７４】
　なお、Ｂモード画像データ５１３ａを画像データ記憶部６２に保存した後、表示データ
生成部４１でＢモード画像データ５１３ａの第１の表示データを縮小し、縮小した表示デ
ータを表示部５の画面の第４表示エリア５１２ｄに表示することができる。
【００７５】
　そして、操作部８から被検体Ｐの撮影終了の操作が行われると、システム制御部９は、
撮影部１及び画像処理部３に停止を指示し、超音波診断装置１００は検査を終了する（図
４のステップＳ６）。
【００７６】
　操作者は、印刷装置１０５から用紙５２１に印刷された第１の印刷データを詳細に観察
して、被検体Ｐの診断及び治療を行う。
【００７７】
　なお、画像データ記憶部６２に保存したＢモード画像データ５１３ａを表示部５に再生
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表示させる操作を行うと、画像データ保管部６の復号化部６３は、Ｂモード画像データ５
１３ａ及びこの付帯情報を画像データ記憶部６２から読み出し、その付帯情報に含まれる
個人情報を復号化する。そして、個人情報を復号化したＢモード画像データ５１３ａを表
示データ生成部４１に出力する。
【００７８】
　表示データ生成部４１は、復号化部６３から出力されたＢモード画像データ５１３ａに
付加された「出力モード再生表示」の識別子に基づいて、表示部５に画面５１３と同じＢ
モード画像データ５１３ａ及び検査時刻により構成される第１の表示データを表示するこ
とができる。このように、再生表示させたとき出力モードと同じ第１の表示データを表示
することができる。
【００７９】
　また、再生印刷する操作が行われると、印刷データ生成部４２は、Ｂモード画像データ
５１３ａに付加された「出力モード再生印刷」の識別子に基づいて、用紙５２１と同じＢ
モード画像データ５１３ａ、検査時刻、及び個人情報により構成される第１の印刷データ
を印刷装置１０５に印刷することができる。このように、再生印刷させたとき出力モード
と同じ第１の印刷データを印刷することができる。
【００８０】
　以上述べた本発明の実施例によれば、撮影部１で得られた画像データから被検体Ｐの識
別が容易な個人情報の内の少なくとも一部を除いた第１の表示データを生成して表示部５
に表示することができる。これにより、表示部５に表示された第１の表示データに含まれ
る画像データに対応する個人情報が第三者に漏洩するのを軽減することができる。
【００８１】
　また、表示部５に表示された第１の表示データに含まれる画像データと共にこの画像デ
ータに対応する被検体Ｐの識別が容易な個人情報を含む第１乃至第３の印刷データを印刷
することができる。これにより、印刷された画像データに対応する被検体Ｐを識別するこ
とができ、正しく診断を行うことができる。また、第２の印刷データにおいては、画像デ
ータを被印刷媒体から簡単に切り離して、知見データなどに用いることができる。
【００８２】
　更に、撮影部１で得られた画像データを画像データ記憶部６２に保存し、その保存した
画像データを読み出して第１の表示データ、及び第１乃至第３の印刷データを生成するこ
とができる。そして、生成した第１の表示データを表示部５に表示し、生成した第1乃至
第３の印刷データを印刷装置１０５に夫々印刷することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】本発明の実施例による超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施例に係る表示部に表示される表示及び印刷条件設定画面を示す図。
【図３】本発明の実施例に係る表示部に表示される表示データの画面の構成の一例を示す
図。
【図４】本発明の実施例に係る超音波診断装置及び印刷装置の動作を示すフローチャート
。
【図５】本発明の実施例に係る表示部の画面に表示された静止したＢモード画像データを
含む第１の表示データの一例を示す図。
【図６】本発明の実施例に係る表示部の画面に表示される第２の表示データの一例を示す
図。
【図７】本発明の実施例に係る用紙に印刷されたＢモード画像データを含む第１の印刷デ
ータの一例を示す図。
【図８】本発明の実施例に係る用紙に印刷出力される第２の印刷データの一例を示す図。
【図９】本発明の実施例に係る用紙に印刷出力される第４の印刷データの一例を示す図。
【符号の説明】
【００８４】
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Ｐ　被検体
１　撮影部
２　付帯情報作成部
３　画像処理部
４　合成処理部
５　表示部
６　画像データ保管部
７　インターフェース
８　操作部
９　システム制御部
１１　超音波プローブ
２０　送受信部
２１　送信部
２２　受信部
３０　画像データ生成部
３１　Ｂモードデータ生成部
３２　ドプラデータ生成部
３３　データ記憶部
３４　データ処理部
４１　表示データ生成部
４２　印刷データ生成部
６１　暗号化部
６２　画像データ記憶部
６３　復号化部
１００　超音波診断装置
１０５　印刷装置
１１０　画像処理装置
１２０　ネットワーク
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